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◆主な内容◆

・五戸町中学生海外派遣研修事業　　　　②

・地域を守る消防団　　　　　　　　　　③

・公共下水道・浄化槽で住みよい環境を　　④⑤

・介護予防「肺炎は寝たきりの原因になります」　　⑥

・介護予防の拠点となる五戸町地域包括支援センター　　⑦

・国民健康保険証をお使いの皆さまへ　　　⑧

・五戸総合病院　４月の医師一覧　　　　　⑨

・五戸町スポーツクラブ会員募集　　　　　⑨

・国家公務員募集　　　　　　　　　　　　⑩

・郷土探訪「五戸地方の馬談義㈰」　　　　⑫
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ユ
ア
ン
チ
ン

マ
レ
ー
シ
ア
の
小
学
生
に
折
り

紙
を
教
え
る
浦
崎
君
（
左
）

　交流体験を通じて国際感覚を培い、

将来の人材を育成することを目的に行

われている町の中学生海外派遣研修事

業。今年度は五戸、川内、倉石中学校

の生徒20人が、１月４日から10日まで

７日間の日程でシンガポールとマレー

シアを訪問しました。

月
　
日
　
研
修
内
容

１
・
４
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
到
着

１
・
５
　
戦
争
に
関
す
る
講
話
。

職
場
体
験
に
よ
り
現
地

の
経
済
状
況
を
学
ぶ

１
・
６
　
井
上
日
本
語
ス
ク
ー
ル

生
徒
の
案
内
で
班
ご
と

に
市
内
研
修
。
現
地
の

人
し
か
知
ら
な
い
土
産

屋
、
ホ
ー
カ
ー（
屋
台
）

で
の
食
事
、
地
下
鉄
な

ど
を
体
験

１
・
７
　
セ
ン
ト
ー
サ
島
で
歴
史

博
物
館
、
昆
虫
館
、
水

族
館
な
ど
を
見
学

１
・
８
　
マ
レ
ー
シ
ア
の
デ
サ
ル

地
区
小
学
校
と
交
流
し

異
文
化
を
体
験

１
・
９
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
耘
青
中

学
校
を
訪
問
。
授
業
体

験
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
の
披
露
、
日
本
の
伝

統
的
遊
び
な
ど
を
英
語

で
紹
介
し
て
交
流

１
・
10
　
日
本
帰
国

シンガポール・
マレーシア訪問

う
ら
ざ
き

の
り
か
つ

　　
僕
は
、
飛
行
機
に
乗
っ
た
こ
と

も
海
外
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
、
五
戸
町
中
学
生
海

外
派
遣
研
修
に
参
加
で
き
る
と
決

ま
っ
た
時
、
期
待
と
不
安
が
入
り

交
じ
っ
た
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。

そ
し
て
、
飛
行
機
に
乗
っ
た
時
は

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
「
雲
が

足
も
と
に
見
え
、
真
っ
青
な
空
」。

　
今
回
の
研
修
先
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
デ
サ
ル
で
し

た
。
研
修
先
は
と
て
も
暑
い
と
聞

い
て
い
た
の
で
、
ど
れ
く
ら
い
の

気
温
な
の
か
と
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ

空
港
到
着
時
、
空
港
は
冷
房
が
あ

っ
た
た
め
日
本
と
変
わ
ら
な
い
気

温
と
感
じ
ま
し
た
が
、
一
歩
外
に

出
た
暑
さ
は
想
像
以
上
で
し
た
。

湿
度
が
と
て
も
高
く
日
本
の
夏
よ

り
蒸
し
暑
く
思
え
ま
し
た
。

　
研
修
で
僕
自
身
の
目
標
は
、
英

語
で
井
上
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
達
と
会
話
を
す
る
こ
と
で

し
た
。
多
く
の
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
内

容
は
少
し
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
英
語
で
答
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に

悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
な
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
を
数
多
く
の
名
所
へ
案
内
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
マ
ー

ラ
イ
オ
ン
像
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
名
前
の

由
来
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
の
頭
（
別

名
、
シ
ン
ガ
と
い
う
）
と
海
を
象

徴
す
る
魚
の
体
を
合
体
さ
せ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
物
で
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
日
本
で
は
こ

の
よ
う
な
発
想
は
な
か
な
か
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
」
は
、
人
口
の
７
割
を
超
え
る

中
国
系
の
人
々
が
作
っ
た
町
で
、

明
る
く
綺
麗
で
自
分
た
ち
の
文
化

を
大
切
に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。「
リ
ト
ル
イ
ン
デ
ィ
ア
」

は
イ
ス
ラ
ム
文
化
に
満
ち
た
街
並

み
で
し
た
。
数
多
く
を
見
学
し
、

共
に
行
動
し
て
い
る
う
ち
に
と
て

も
仲
良
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
帰
国
の
日
に
、
２
名
の
生
徒
が

空
港
ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た

時
、
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
心
を

通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

知
り
、
こ
の
研
修
は
と
て
も
有
意

義
な
も
の
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
で
き
た

こ
と
は
多
く
の
人
の
心
遣
い
が
あ

っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
一
生
の
宝
物
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
派
遣
研
修
を
終
え
て

倉
石
中
学
校
２
年
　
浦
崎
　
矩
功

五戸町中学生海外派遣研修事業
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五
戸
町
消
防
団
（
川
h
七
保
団

長
）
の
初
午
行
事
は
３
月
４
日
、

団
員
５
４
０
人
、
消
防
車
両
30
台

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
市
川
地
区
で
早
朝
に
行
わ
れ

た
火
災
防
御
訓
練
で
は
、
団
員
ら

が
機
敏
な
動
作
で
次
々
と
ホ
ー
ス

を
連
結
。
五
戸
川
か
ら
水
を
吸
い

上
げ
、
ポ
ン
プ
車
数
台
を
中
継
し

て
標
的
に
放
水
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
心
街
に
場
所
を
移

し
て
三
浦
正
名
町
長
に
よ
る
観
閲

を
受
け
、
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
や

堂
々
た
る
分
列
行
進
で
士
気
の
高

さ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

永
年
勤
続
者
や
功
労
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
消
防
団
活
動
に
対
す
る
感
謝
状

東
北
山
田
車
体
工
業
㈱

八
戸
広
域
農
業
協
同
組
合

●
一
般
火
災
協
力
者
感
謝
状

石
澤
　
直
士

●
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

・
勤
続
30
年
以
上
　

　
風
穴
　
喜
悦

・
勤
続
25
年
以
上

　
勝
山
　
　
薫
　
　
新
井
田
忠
治

　
若
林
　
繁
美
　
　
鈴
木
　
享
悦

　
赤
坂
　
恵
一

・
勤
続
20
年
以
上

　
下
村
　
儀
徳
　
　
佐
々
木
克
明

　
種
市
　
昭
宏
　
　
三
浦
　
友
美

　
角
濱
　
武
光
　
　
橘
　
　
富
明

　
a
宮
　
文
男
　
　
佐
々
木
渡
洋
彦

●
分
団
競
技
会
表
彰（
最
優
秀
分
団
）

第
７
分
団
　
第
12
分
団

第
20
分
団
　
倉
石
４
分
団

●
ラ
ッ
パ
隊
功
労
者
表
彰

　
原
　
　
博
文
　
　
三
上
　
保
彦

　
北
村
　
康
一

　
こ
の
ほ
ど
、
倉
石
又
重
の
り
ん

ご
農
家
・
漆
戸
亨
さ
ん
（
50
歳
）

が
青
森
県
農
業
経
営
士
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
業
経
営
士
は
、
優
れ
た
農
業

経
営
を
実
践
し
、
地
域
農
業
や
農

村
生
活
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
指
導

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
農
業
者

を
県
知
事
が
認
定
す
る
制
度
。
五

戸
町
で
は
７
人
目
に
な
り
ま
す
。

　
漆
戸
さ
ん
の
り
ん
ご
園
で
は
無

袋
栽
培
の
ほ
か
、
り
ん
ご
で
は
難

し
い
と
い
わ
れ
る
減
農
薬
、
無
化

学
肥
料
栽
培
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
通
信
販

売
に
よ
る
消
費
者
へ
の
直
接
販
売

に
早
く
か
ら
着
手
し
、
秋
に
は
顧

客
を
招
待
し
て
収
穫
体
験
会
を
行

う
な
ど
、
消
費
者
と
の
触
れ
合
い

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

青森県農業経営士に認定された漆戸さん

意見発表する原さん

堂々たる分列行進を披露する団員たち

　
１
月
20
日
、
東
京
都
の
日
本
消

防
会
館
「
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」

で
行
わ
れ
た
全
国
消
防
団
員
意
見

発
表
会
で
、
五
戸
町
消
防
団
上
市

川
分
団
の
団
員
・
原
博
文
さ
ん

（
38
歳
）
が
優
秀
賞
（
第
２
位
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
全
国
か
ら
11
人
の

消
防
団
員
が
出
場
し
ま
し
た
。
原

さ
ん
は
北
海
道
・
東
北
地
区
の
代

表
と
し
て
「
親
か
ら
子
へ
、
人
か

ら
人
へ
つ
な
ぐ
郷
土
愛
」
と
題
し

て
発
表
。
仲
間
と
の
連
帯
、
家
族

の
協
力
、
同
じ
く
消
防
団
員
だ
っ

た
父
親
と
の
心
の
交
流
を
取
り
上

げ
「
子
ど
も
に
尊
敬
す
る
父
の
姿

を
、
若
い
団
員
に
は
家
族
の
き
ず

な
を
伝
え
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

消防団の「今」を描いたミュージカル

　
劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
に

よ
る
消
防
団
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火

事
オ
ヤ
ジ
」
が
３
月
３
日
、
倉
石

中
学
校
体
育
館
で
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
同
劇
団
は
、
農
村
や
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
な
ど
日
本
の
「
今
」
を
テ

ー
マ
に
全
国
各
地
で
公
演
し
て
い

ま
す
。

　
消
防
団
や
地
域
社
会
の
実
情
を

過
不
足
な
く
と
ら
え
た
同
作
品
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、ひ
と
た
び
サ
イ
レ
ン
が
鳴
れ

ば
地
域
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
一
丸
と
な
っ
て
活
動
す
る
団
員

た
ち
、
そ
れ
を
支
え
る
家
庭
が
、

笑
い
と
感
動
を
織
り
交
ぜ
た
ス
ト

ー
リ
ー
で
描
か
れ
ま
し
た
。

は
つ
う
ま

地
域
を
守
る
消
防
団

地
域
を
守
る
消
防
団

漆  

戸  

　
亨
さ
ん

農
業
経
営
士
に
認
定

地
域
を
守
る
消
防
団

初

午

行

事

初

午

行

事

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
」

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会

原
博
文
団
員
が
優
秀
賞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
」

全
国
消
防
団
員
意
見
発
表
会

原
博
文
団
員
が
優
秀
賞

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～
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工
事
着
工
前
に

へ
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
青
森
県
環
境
保
健
セ
ン

タ
ー
八
戸
環
境
管
理
事
務
所
　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補

助

金

申

請

工

事

の

着

工

工

事

の

完

了

補

助

金

請

求

補

助

金

交

付

五
戸
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
一
覧
表

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
18
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
地
区

・
大
字
豊
間
内
字
地
蔵
平
、
字
下

長
下
タ
、
字
大
渡
道
ノ
下
モ

　
（
図
１
参
照
）

・
字
愛
宕
下
タ
、
字
愛
宕
後
、
字

古
街
道
長
根
、
字
観
音
堂
、
字

狐
森
、
字
狐
森
北
（
図
２
参
照
）

・
字
鍜
冶
屋
窪
上
ミ
、
字
古
舘
向
、

字
下
中
崎
、
字
熊
ノ
沢
、
字
中

道
、
字
正
場
沢
（
図
３
参
照
）

 

受
益
者
と
は

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土
地
の
面
積

１
㎡
当
た
り
４
０
０
円
を
乗
じ
て

算
出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ
の
土
地

に
対
し
て
一
度

限
り
で
す
。
５

年
に
分
割
し
、

さ
ら
に
１
年
を

２
期
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
供
用
開
始
区

域
内
の
家
庭
・

事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴

室
、
洗
濯
な
ど

の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
を
１
年
以
内
に

設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ
は
３
年
以

内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事
は
町
が
指
定
し
た
「
指
定
工
事

店
」
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
５
ペ
ー
ジ
の
指

定
工
事
店
一
覧
表
を
参
考
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　
一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

上
下
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凡
　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

図１

図２

図３
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役場上下水道課

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場上下水道課　‡６２－２１１１　内線４５２～４５５

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

大渡道ノ下モ

地蔵平

観音堂

愛宕後

狐森北

狐　森

正場沢

中　道

下中崎

熊ノ沢

古舘向

鍜冶屋窪上ミ

下長下タ

愛宕下タ

古街道長根

町営ひばり野住宅



t r

｛
｝

工
事
着
工
前
に

へ
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
青
森
県
環
境
保
健
セ
ン

タ
ー
八
戸
環
境
管
理
事
務
所
　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補

助

金

申

請

工

事

の

着

工

工

事

の

完

了

補

助

金

請

求

補

助

金

交

付

五
戸
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
一
覧
表

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
18
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
地
区

・
大
字
豊
間
内
字
地
蔵
平
、
字
下

長
下
タ
、
字
大
渡
道
ノ
下
モ

　
（
図
１
参
照
）

・
字
愛
宕
下
タ
、
字
愛
宕
後
、
字

古
街
道
長
根
、
字
観
音
堂
、
字

狐
森
、
字
狐
森
北
（
図
２
参
照
）

・
字
鍜
冶
屋
窪
上
ミ
、
字
古
舘
向
、

字
下
中
崎
、
字
熊
ノ
沢
、
字
中

道
、
字
正
場
沢
（
図
３
参
照
）

 

受
益
者
と
は

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土
地
の
面
積

１
㎡
当
た
り
４
０
０
円
を
乗
じ
て

算
出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ
の
土
地

に
対
し
て
一
度

限
り
で
す
。
５

年
に
分
割
し
、

さ
ら
に
１
年
を

２
期
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
供
用
開
始
区

域
内
の
家
庭
・

事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴

室
、
洗
濯
な
ど

の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
を
１
年
以
内
に

設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ
は
３
年
以

内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事
は
町
が
指
定
し
た
「
指
定
工
事

店
」
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
５
ペ
ー
ジ
の
指

定
工
事
店
一
覧
表
を
参
考
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　
一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

上
下
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凡
　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

図１

図２
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役場上下水道課

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場上下水道課　‡６２－２１１１　内線４５２～４５５

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

大渡道ノ下モ

地蔵平

観音堂

愛宕後

狐森北

狐　森

正場沢

中　道

下中崎

熊ノ沢

古舘向

鍜冶屋窪上ミ

下長下タ

愛宕下タ

古街道長根

町営ひばり野住宅
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掲示
板

掲示
板

掲示
板《みんなの健康づくりと介護予防》その㈹  福祉課 高齢化対策班

262－2111　内線254

肺炎は寝たきりの原因になります 過度の安静から、そのまま寝たきりになっ
てしまうことも少なくありません。

◇まずは「誤嚥性肺炎」を防ぎましょう！�      
ごえんせいはいえん

食べ物などを誤って気管に飲み込んでしまう
ことを「誤嚥」といいます。それが原因で肺
炎を起こしてしまうことを「誤嚥性肺炎」と
いいます。�          

高齢になるとごっくんと
飲み込む反射が低下して
むせやすくなります。

さらに、むせてせき込む
反射も低下してきます。

特に脳梗塞や脳出血などを起こしたことがある
高齢者に多くみられます。本人が知らないうち
に少しずつ誤嚥していることもあり、注意が
必要です。

●●●● 予  防  法 ●●●●●●●● 予  防  法 ●●●●

★あごを上げないで少し前かがみで「口
を閉じてごっくん」しましょう。

★別のことに気を取られると誤嚥しやす
くなります。集中して食べましょう。

★ときには辛い食品を食べて嚥下反射を
刺激しましょう。

★食後２時間くらいは横にならずに座位
を保ち、胃・食道からの逆流を防ぎま
しょう。

食事上の注意

口の中を
清潔に

日常生活を
活発に

外出して自然と
触れ合う

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
18
年
度
木
村

秀
政
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
五

戸
、
川
内
、
倉
石
中
学
校
お
よ
び

五
戸
高
等
学
校
の
生
徒
６
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
木
村

秀
政
博
士
（
元
日
本
大
学
名
誉
教

授
）
は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客

機
Ｙ
Ｓ
―

11
誕
生
に
貢
献
し
、
日

本
航
空
界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し

ま
し
た
。
当
町
の
教
育
振
興
に
も

尽
力
し
、
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
に
優
秀
で
模

範
的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成18年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

柿  本  加奈子
（倉石中３年）

金  澤　泰  斗
（五戸高３年）

古  川　理  恵
（五戸高３年）

三　浦　　哲
（五戸中３年）

三  浦　夏  実
（五戸中３年）

中  山　弘  之
（川内中３年）

明
日
へ
羽
ば
た
け
!!

明
日
へ
羽
ば
た
け
!!

三
浦
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

三
浦
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞



u

　

純
　
　
　
子
　（
又
　
重
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

田
中
舘
高
則
　（
　
　
　
）　

河
守
田
邦
博
　（
正
場
沢
）　

河
守
田
静
子
　（
正
場
沢
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

〈
川
柳
〉

老
夫
婦
互
い
に
支
え
愛
キ
ラ
リ

友
情
の
心
の
深
さ
忘
れ
い
ぬ

夕
暮
に
早
目
点
灯
事
故
防
止

親
・
子
・
孫
家
族
卓
球
三
竦
み

悔
い
は
な
く
会
話
の
中
の
一
呼
吸

ふ
る
き
ゃ
ら
で
知
る
消
防
の
底
力

営
農
に
夢
が
脹
ら
む
法
人
化

レ
モ
ン
テ
ィ
静
か
な
午
後
で
す
十
七
字

〈
短
歌
〉

残
雪
の
間
つ
き
ぬ
け
青
青
と

畑
色
ど
り
に
ん
に
く
芽
立
つ

花
だ
よ
り
雪
も
少
な
く
冬
一
気
に
春
に

飛
び
越
え
た
よ
う

ま
な
び
や
を
す
だ
つ
君
た
ち
お
め
で
と
う

つ
ぎ
な
る
目
標
へ
さ
あ
ふ
み
だ
そ
う

若
き
日
の
生
家
を
語
る
亡
父
は
惨
め

五
ヶ
月
過
ぎ
て
想
う
は
吾
ひ
と
り

春
祈
祷
福
を
呼
び
込
む
獅
子
舞
の

一
足
早
い
春
の
足
音

活
か
し
て
る
昔
の
ト
ナ
釜
年
三
回

寒
大
根
味
ソ
豆
蕗
を
煮
て

淡
雪
に
は
か
な
く
消
ゆ
る
雪
兎

南
天
の
目
は
二
粒
の
こ
り
ぬ

ア
イ
ス
バ
ン
杖
を
頼
り
に
ギ
ク
シ
ャ
ク
と

汗
を
か
き
か
き
歩
を
進
め
お
り

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

す
く

ひ
ば
り
野

住
　
　
宅

上
市
川

中
　
区

　地域包括支援センターは、高齢者の生活を総合的に支えていくための拠点として、市区町村が主体
となり新しく設置された機関です。保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーなどが中心となり、地
域の皆さんが住みなれた町で安心して暮らしていけるよう、介護・医療・健康・福祉などのさまざま
なサービスを包括的・継続的に支援していきます。

●訪問活動や介護予防の視点から行われる健診
などで生活機能の低下が心配される人

●要介護認定の非該当者
●地域の医療機関などから連絡のあった人

介護予防の対象となる恐れのある人について、
チェックリストなどを用いて生活機能に関する
調査を行い、対象者を選定します。

あ
わ
い

や   

ま

ち   

ち

わ
れ

ふ
き

ふ
た
つ

生 活 機 能 が 低 下 し て い る 人 を 把 握

町や地域包括支援センターで対象者を選定

介護予防事業（地域支援事業）を利用

地 域 の ６５ 歳 以 上 の 高 齢 者

五戸町地域包括支援センター
介護予防の拠点となる

住みなれた地域での
自立した生活を
サポートします！

■要支援１・２と認定された人

介護予防を推進します　　介護予防マネジメント

要介護状態にならないように「介護予防ケアプラン」を作成し、
介護保険制度による「新予防給付の介護予防サービス」を
利用できます。

■要支援になる可能性が高い人

要介護認定非該当者や要介護になる恐れのある人から対象者
を選び、個々の状態にあった「介護予防ケアプラン」を作成し、
町が行う「地域支援事業の介護予防事業」を利用できます。

問い合わせ先 　役場介護保険課　‡６２－２１１１  内線２６１
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７０歳未満の自己負担額とは

入院するときに医療機関窓口に提示するもの

自己負担額の計算

　７０歳未満の被保険者が、医療機関で１か月に支払った窓口負担額が自己負担限度額を超えた場合、そ
の超えた分は、後の申請により高額療養費として払い戻されていましたが、平成１９年４月からは、入院
時においては自己負担限度額までの負担になります。

平成１９年３月まで 平成１９年４月から

●入院・外来ともに、医療機関に
１か月に支払う窓口負担額が自
己負担限度額を超えた場合は、
いったん費用を支払い、超えた
分は申請により国保から払い戻
されます（償還払い）。

●同じ世帯で２１，０００円以上の窓口
負担が２回以上ある場合は、合
算して１か月の自己負担額を超
えた分が後の申請により国保か
ら払い戻されます。

●入院の場合は、医療機関で１か月に支払う窓口負担
額が自己負担限度額を超えた場合、窓口負担は自己
負担限度額までになります。

※自己負担限度額は所得により異なるため、医療機関の窓口に
所得区分が記載された「限度額適用認定証」または「限度額
適用・標準負担額減額認定証」を提示する必要があります。

●外来の場合は、窓口負担が自己負担限度額を超えた
場合は、いったん費用を支払い、超えた分は申請に
より国保から払い戻されます（償還払い）。

●同じ世帯で２１，０００円以上の窓口負担が複数ある場合
は、合算して１か月の自己負担額を超えた分が後の
申請により国保から払い戻されます。

所得区分 自　己　負　担　限　度　額

上位所得者※ １５０,０００円＋（医療費－５００,０００円）×１％
［８３，４００円］

一 般   ８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％
［４４，４００円］

住 民 税
非課税世帯

３５，４００円
［２４，６００円］

①暦月ごとの計算（月の１日～月末まで）

②同じ医療機関ごとの計算

③旧総合病院の場合、診療科ごとに計算

④同じ医療機関でも医科と歯科は別計算

⑤同じ医療機関でも入院、外来は別計算

⑥入院したときの食事代や差額ベッド等代は対象外
※基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯。所得の申告をしていない世帯も上位所得者とみなされます。
［　］内は年４回以上該当した場合の４回目以降の額。

　入院時の医療費が４０万円かかった場合（一般の場合）
　自己負担分　医療費40万円×自己負担割３割 ＝12万円 

　　　　　　・自己負担限度額　80,100円＋（40万円－267,000円）×１％＝81,430円

　　　　　　・高 額 医 療 費　自己負担分12万円－限度額 81,430円＝38,570円

●窓 口 負 担　自己負担分12万円　  　●窓口負担　81,430円（自己負担限度額までを負担）

●高額医療費　申請により後から支給　  ●高額医療費　国保から医療機関に支払い

例

平成１９年３月まで 平成１９年４月から

所 得 区 分 平成１９年３月まで 平成１９年４月から
上位所得者

保険証 保険証　限度額適用認定証
一 般
住 民 税
非課税世帯

保険証
　標準負担額

　　　　減額認定証 保険証
　限度額適用・標準

　　　　負担額減額認定証

注意事項
①「限度額適用認定証」、「限度額適用・標準負担額減額認定証」は、住民課、川内・浅田・倉石支所で申請して交付を

受けてください。（持参するもの：国民健康保険証、印鑑）
②国民健康保険税を滞納していると、認定証の交付が受けられない場合があります。

問い合わせ先　役場住民課　国保班　‡６２－２１１１　内 線１１５～１１７

4

認
定
証

国民健康保険証をお使いの皆さまへ平成１９年４月から

７０歳未満の入院時の窓口負担額が自己負担限度額までに変わります



●２月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,990
（14,144）
12,920

（12,812）
47,312

（48,042）
30,161

（30,495）

12,550
（12,607）
12,471

（12,452）

12,873
（13,247）

16,906
（17,413）

17,455
（17,376）

14,420
（14,462）

12,809
（12,884）
12,236

（12,473）
12,254

（12,213）
10,827

（10,963）
12,401

（12,443）

12,354
（12,309）
12,374

（12,052）
 4,277

（14,158）
12,554

（12,633）

12,543
（12,707）

12,350
（12,070）

16,408
（17,633）

12,350
（12,070）

11,873
（11,885）

11,535
（12,711）

21,228
（21,707）

15,160
（16,256）

11,747
（12,693）

12,469
（12,576）

18,078
（17,738）

14,500
（14,866）

皮膚科
12,148

（12,190）
12,350

（12,070）
12,087

（12,150）
12,350

（12,070）

119,661
（110,090）

114,729
（114,889）

114,578
（117,180）

148,069
（150,402）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11,647
（11,671）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
４
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

119

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

副
院
長

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

佐
々
木
宏
之

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

広
瀬
　
由
紀

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

阿
部
　
尚
央

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

お
知
ら
せ

皮
膚
科
の
診
療
日
が
増
え
ま
す

　
４
月
か
ら
は
週
２
回（
月
・
木
曜
日
）の
診
療
体
制
で
す
。

o

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

体
験
入
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
ク
ラ
ブ
事
務
局

（財）
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62
│ 

２
３
０
１

　
　
62
│ 

２
３
６
５

ＦＡＸ 五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

種
　
目

対
　
　
象

期
　
　
日

時
　
　
間

場
　
　
所

サ
ッ
カ
ー

野
　
球

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ

ー

ル

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

幼
児（
年
長
）

小
学
生

４
月
14
日（
土
）

４
月
21
日（
土
）

午
前
10
時

　
〜
正
午

五
戸
ド
ー
ム

小
学
生

中
学
生

４
月
15
日（
日
）

午
前
９
時

　
〜
11
時

倉
石
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

４
月
28
日（
土
）

午
後
１
時

　
〜
３
時

ひ
ば
り
野
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
雨
天
中
止
）

中
学
生

女
性
全
般

小
学
生

中
学
生

女
性
全
般

４
月
21
日（
土
）

午
後
１
時

　
〜
３
時

五
戸
ド
ー
ム

４
月
14
日（
土
）

４
月
21
日（
土
）

午
前
９
時

　
〜
11
時

五
戸
ド
ー
ム

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
学
生

中
学
生

陸
上
競
技

小
学
生
か
ら

一
　
　
般



!0!1

国
家
公
務
員
募
集

自

衛

官

募

集

実
用
英
語
技
能
検
定
試
験

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

八
景
橋
通
行
止
め
期
間
を

６
月
ま
で
延
長
し
ま
す

正
午
の
サ
イ
レ
ン
を

廃
止
し
ま
す

募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生
募
集

平
成
20
年
歌
会
始

雇
用
・
資
格

土
地
・
家
屋
価
格
等
の

縦
覧
に
つ
い
て

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

米
・
大
豆
の
加
入
手
続
き
開
始

税
金

農
業

設
備
貸
与
制
度
（
割
賦
・

リ
ー
ス
）の
ご
案
内

商
工
業

大
切
な
家
族
の
た
め
に

遺
言
公
正
証
書
の
作
成
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す

暮
ら
し

町図書館からのお知らせ
◆平日の利用時間について

◆図書館資料の個人の館外利
用について

‡６１－１０４０

●
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒
（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
４
月
９
日
（
月
）
ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
４
月
29
日
（
日
）

●
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業

（
見
込
み
）
者
な
ど 

○
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
13
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
４
月
24
日
（
火
）
ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
６
月
17
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
東
北
事
務
局
　
第
二
課

　
℡
０
２
２ 

│ 

２
２
１ 

│ 

２
０
２
２

　
宮
内
庁
は
、
平
成
20
年
歌
会
始

の
お
題
を
「
火
」
と
定
め
、
詠
進

要
領
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
作
品
の
条
件

・
「
火
」
の
字
句
を
詠
み
込
ん
だ

　
自
作
の
短
歌
（
未
発
表
に
限
る
）

・
１
人
１
首

・
半
紙
に
毛
筆
で
自
筆
が
原
則
で

す
。
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
が
い
な
ど
の
方
は
、
代

筆
（
墨
書
）、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
印
字
、
ま
た
は
点
字
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
理

由
（
代
筆
の
場
合
は
代
筆
者
の

住
所
氏
名
も
）
を
別
紙
に
記
入

し
添
え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
９
月
30
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
〒
１
０
０ 

│ 

８
１
１
１

　
宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

　http://www.kunaicho.go.jp

●
募
集
種
目

　
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
28
歳
未
満
の
大
学
院
修
士
（
技

術
幹
部
候
補
生
は
理
学
・
工
学

修
士
）
学
位
取
得
（
見
込
み
）
者

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒

　（
見
込
み
）
者

●
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
１
日
（
日
）
か
ら

　
　
　
　
　
５
月
11
日
（
金
）
ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
５
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
20
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
川
村
菊
之
蔵
℡
62 

│ 

２
７
９
１

　
中
川
原
良
治
℡
62 

│ 

４
３
０
１

　
小
泉
　
昌
明
℡
62 

│ 

５
４
９
１

　
橋
向
　
党
子
℡
77 

│ 

３
１
５
１

　
古
川
　
　
茂
℡
77 

│ 

３
１
７
０

　
川
h
　
孝
光
℡
68 

│ 

２
５
５
６

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
６
月
10
日
（
日
）

●
場
　
所

・
本
会
場

　
国
立
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校

・
準
会
場

　
各
中
学
・
高
校
、
予
備
校
な
ど

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
５
月
17
日
（
木
）

●
申
し
込
み
先

　
準
会
場
、
コ
ン
ビ
ニ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
特
約
書
店
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
英
語
検
定
協
会
八
戸
地
区

　
試
験
実
施
委
員
　
佐
藤

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

24 

│ 

３
０
２
８

　
　http://www.eiken.or.jp

　
（財）

安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会
東

北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種

免
許
の
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
試
験
の
種
類

　
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
溶
接

士
、
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
、
ク
レ
ー

ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
揚
貨
装
置

運
転
士
、
発
破
技
士
、
ガ
ス
溶

接
作
業
主
任
者
、
林
業
架
線
作

業
主
任
者
、
衛
生
管
理
者
、
高
圧

室
内
作
業
主
任
者
、
エ
ッ
ク
ス

線
作
業
主
任
者
、
ガ
ン
マ
線
透
過

写
真
撮
影
作
業
主
任
者
、
潜
水
士

※
試
験
日
程
、
受
験
資
格
な
ど
詳

し
く
は
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
２
３ 

│ 

23 

│ 

３
１
８
１

　
通
信
教
育
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
で
は
、
次
の
と
お
り
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
ま
ず
は
無
料
の
案

内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
募
集
学
科

・
高
等
学
校
　
普
通
科

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
利
用
し
て

３
年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得

・
高
等
学
校
　
選
科

　
１
科
目
か
ら
修
得
可
能

●
募
集
対
象

　
中
卒
（
見
込
み
）
者
、
高
校
中

退
者
な
ど

●
募
集
期
間

　
平
成
19
年
４
月
20
日
（
金
）
ま
で

●
資
料
請
求
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
7
０
１
２
０ 

│ 

06 

│ 

８
８
８
１

　
平
成
19
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日
　
　
時

　
平
成
19
年
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
平
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

●
縦
覧
で
き
る
方

・
納
税
義
務
者

・
納
税
管
理
者
（
印
鑑
が
必
要
）

・
代
理
人（
印
鑑
、
委
任
状
が
必
要
） 

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課

　
℡
62
│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
２
６
・
１
２
７

●
対
象
農
業
者

　
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
」

・
認
定
農
業
者
で
、
原
則
と
し
て

田
畑
面
積
４
©
以
上

・
特
定
農
業
団
体
な
ど
で
、
原
則

と
し
て
田
畑
面
積
20
©
以
上

※
中
山
間
地
域
や
所
得
の
特
例
あ
り
。

●
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
７
月
２
日
（
月
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

　
℡
29 

│ 

２
１
１
３

・
青
森
農
政
事
務
所
八
戸
統
計
・

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
℡
27 

│ 

２
５
４
６

　
中
小
企
業
の
公
的
な
支
援
機
関

で
あ
る

（財）
21
あ
お
も
り
産
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
中
小

企
業
者
の
設
備
投
資
を
応
援
す
る

た
め
、
低
利
率
・
固
定
金
利
で
設
備

貸
与
制
度
（
割
賦
・
リ
ー
ス
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
連
帯
保

証
人
が
代
表
者
の
み
の
選
択
も
可

能
に
な
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
対
　
　
象

　
機
械
、
装
置
、
車
両
な
ど
（
土

地
、
建
物
は
対
象
外
）

●
利
　
　
率

・
割
賦
損
料

　
年
率
１
・
９
％
ま
た
は
２
・
３
％

・
リ
ー
ス
料

　
月
額
１
・
３
６
２
％
〜
２
・
９
８

２
％

●
問
い
合
わ
せ
先

　
（財）
21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
　
設
備
投
資
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
７
５ 

│ 

３
２
３
４

　
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
国
の
機
関
で
あ
る
公

証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
す
。

　
遺
言
は
民
法
の
定
め
で
あ
る
法

定
相
続
に
優
先
し
、
遺
言
者
の
意

思
に
基
づ
い
て
自
由
に
財
産
を
配

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遺
言

を
残
す
こ
と
に
よ
り
、
相
続
が
“
争

族
”
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
遺
言
公
正
証
書
は
自
筆
遺
言
証

書
と
異
な
り
、
遺
言
者
の
死
亡
後
、

家
庭
裁
判
所
の
検
認
を
受
け
る
必

要
が
な
く
、
財
産
を
受
け
た
者
は

直
ち
に
単
独
で
登
記
な
ど
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
原
本
が
公
証
役
場
に
保
管
さ

れ
る
た
め
、
紛
失
や
変
造
の
心
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
証
事
務
に
関
す
る
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
市
廿
三
日
町
28

　
ア
ク
サ
八
戸
ビ
ル
２
０
１

　
八
戸
公
証
役
場

　
℡
43 

│ 

１
２
１
３

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
配
達
し
ま

す
。
そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
は
配

達
員
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
で
は
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
、
後
日
改
め
て
伺

い
ま
す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
配
達
す
る
電
話
帳
や
冊
数

の
変
更
も
左
記
へ
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
7
０
１
２
０ 

│ 

５
０
６ 

│ 

３
０
９

　
県
で
は
、
八
景
橋
梁
整
備
工
事

の
遅
延
に
よ
り
、
平
成
19
年
３
月

31
日
ま
で
の
通
行
止
め
期
間
を
平

成
19
年
６
月
30
日
ま
で
延
長
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
周
辺
住
民

の
方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
道
路
整
備
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１

　
平
成
19
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
廃
止
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62
│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
４

情報ステーション 情報ステーション

１２～３月

本の利用冊数
これまで
５冊以内

７日以内

４月から
７冊以内

１４日以内視聴覚資料
の利用期間

４～１１月
１０：００～１８：００１０：００～１９：００

コ
ー
ル

サ
ー
ン
キ
ュ

URL

URL
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国
家
公
務
員
募
集

自

衛

官

募

集

実
用
英
語
技
能
検
定
試
験

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

八
景
橋
通
行
止
め
期
間
を

６
月
ま
で
延
長
し
ま
す

正
午
の
サ
イ
レ
ン
を

廃
止
し
ま
す

募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生
募
集

平
成
20
年
歌
会
始

雇
用
・
資
格

土
地
・
家
屋
価
格
等
の

縦
覧
に
つ
い
て

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

米
・
大
豆
の
加
入
手
続
き
開
始

税
金

農
業

設
備
貸
与
制
度
（
割
賦
・

リ
ー
ス
）の
ご
案
内

商
工
業

大
切
な
家
族
の
た
め
に

遺
言
公
正
証
書
の
作
成
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す

暮
ら
し

町図書館からのお知らせ
◆平日の利用時間について

◆図書館資料の個人の館外利
用について

‡６１－１０４０

●
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒
（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
４
月
９
日
（
月
）
ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
４
月
29
日
（
日
）

●
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業

（
見
込
み
）
者
な
ど 

○
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
13
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
４
月
24
日
（
火
）
ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
６
月
17
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
東
北
事
務
局
　
第
二
課

　
℡
０
２
２ 

│ 

２
２
１ 

│ 

２
０
２
２

　
宮
内
庁
は
、
平
成
20
年
歌
会
始

の
お
題
を
「
火
」
と
定
め
、
詠
進

要
領
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
作
品
の
条
件

・
「
火
」
の
字
句
を
詠
み
込
ん
だ

　
自
作
の
短
歌
（
未
発
表
に
限
る
）

・
１
人
１
首

・
半
紙
に
毛
筆
で
自
筆
が
原
則
で

す
。
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
が
い
な
ど
の
方
は
、
代

筆
（
墨
書
）、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
印
字
、
ま
た
は
点
字
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
理

由
（
代
筆
の
場
合
は
代
筆
者
の

住
所
氏
名
も
）
を
別
紙
に
記
入

し
添
え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
９
月
30
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
〒
１
０
０ 

│ 

８
１
１
１

　
宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

　http://www.kunaicho.go.jp

●
募
集
種
目

　
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
28
歳
未
満
の
大
学
院
修
士
（
技

術
幹
部
候
補
生
は
理
学
・
工
学

修
士
）
学
位
取
得
（
見
込
み
）
者

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒

　（
見
込
み
）
者

●
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
１
日
（
日
）
か
ら

　
　
　
　
　
５
月
11
日
（
金
）
ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
５
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
20
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
川
村
菊
之
蔵
℡
62 

│ 

２
７
９
１

　
中
川
原
良
治
℡
62 

│ 

４
３
０
１

　
小
泉
　
昌
明
℡
62 

│ 

５
４
９
１

　
橋
向
　
党
子
℡
77 

│ 

３
１
５
１

　
古
川
　
　
茂
℡
77 

│ 

３
１
７
０

　
川
h
　
孝
光
℡
68 

│ 

２
５
５
６

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
６
月
10
日
（
日
）

●
場
　
所

・
本
会
場

　
国
立
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校

・
準
会
場

　
各
中
学
・
高
校
、
予
備
校
な
ど

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
19
年
５
月
17
日
（
木
）

●
申
し
込
み
先

　
準
会
場
、
コ
ン
ビ
ニ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
特
約
書
店
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
英
語
検
定
協
会
八
戸
地
区

　
試
験
実
施
委
員
　
佐
藤

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

24 

│ 

３
０
２
８

　
　http://www.eiken.or.jp

　
（財）

安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会
東

北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種

免
許
の
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
試
験
の
種
類

　
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
溶
接

士
、
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
、
ク
レ
ー

ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
、
移
動
式

ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
揚
貨
装
置

運
転
士
、
発
破
技
士
、
ガ
ス
溶

接
作
業
主
任
者
、
林
業
架
線
作

業
主
任
者
、
衛
生
管
理
者
、
高
圧

室
内
作
業
主
任
者
、
エ
ッ
ク
ス

線
作
業
主
任
者
、
ガ
ン
マ
線
透
過

写
真
撮
影
作
業
主
任
者
、
潜
水
士

※
試
験
日
程
、
受
験
資
格
な
ど
詳

し
く
は
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
２
３ 

│ 

23 

│ 

３
１
８
１

　
通
信
教
育
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
で
は
、
次
の
と
お
り
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
ま
ず
は
無
料
の
案

内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
募
集
学
科

・
高
等
学
校
　
普
通
科

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
利
用
し
て

３
年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得

・
高
等
学
校
　
選
科

　
１
科
目
か
ら
修
得
可
能

●
募
集
対
象

　
中
卒
（
見
込
み
）
者
、
高
校
中

退
者
な
ど

●
募
集
期
間

　
平
成
19
年
４
月
20
日
（
金
）
ま
で

●
資
料
請
求
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
7
０
１
２
０ 

│ 

06 

│ 

８
８
８
１

　
平
成
19
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日
　
　
時

　
平
成
19
年
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
平
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

●
縦
覧
で
き
る
方

・
納
税
義
務
者

・
納
税
管
理
者
（
印
鑑
が
必
要
）

・
代
理
人（
印
鑑
、
委
任
状
が
必
要
） 

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課

　
℡
62
│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
２
６
・
１
２
７

●
対
象
農
業
者

　
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
」

・
認
定
農
業
者
で
、
原
則
と
し
て

田
畑
面
積
４
©
以
上

・
特
定
農
業
団
体
な
ど
で
、
原
則

と
し
て
田
畑
面
積
20
©
以
上

※
中
山
間
地
域
や
所
得
の
特
例
あ
り
。

●
受
付
期
間

　
平
成
19
年
４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
７
月
２
日
（
月
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

　
℡
29 

│ 

２
１
１
３

・
青
森
農
政
事
務
所
八
戸
統
計
・

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
℡
27 
│ 

２
５
４
６

　
中
小
企
業
の
公
的
な
支
援
機
関

で
あ
る

（財）
21
あ
お
も
り
産
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
中
小

企
業
者
の
設
備
投
資
を
応
援
す
る

た
め
、
低
利
率
・
固
定
金
利
で
設
備

貸
与
制
度
（
割
賦
・
リ
ー
ス
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
連
帯
保

証
人
が
代
表
者
の
み
の
選
択
も
可

能
に
な
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
対
　
　
象

　
機
械
、
装
置
、
車
両
な
ど
（
土

地
、
建
物
は
対
象
外
）

●
利
　
　
率

・
割
賦
損
料

　
年
率
１
・
９
％
ま
た
は
２
・
３
％

・
リ
ー
ス
料

　
月
額
１
・
３
６
２
％
〜
２
・
９
８

２
％

●
問
い
合
わ
せ
先

　
（財）
21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
　
設
備
投
資
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
７
５ 

│ 

３
２
３
４

　
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
国
の
機
関
で
あ
る
公

証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
す
。

　
遺
言
は
民
法
の
定
め
で
あ
る
法

定
相
続
に
優
先
し
、
遺
言
者
の
意

思
に
基
づ
い
て
自
由
に
財
産
を
配

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遺
言

を
残
す
こ
と
に
よ
り
、
相
続
が
“
争

族
”
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
遺
言
公
正
証
書
は
自
筆
遺
言
証

書
と
異
な
り
、
遺
言
者
の
死
亡
後
、

家
庭
裁
判
所
の
検
認
を
受
け
る
必

要
が
な
く
、
財
産
を
受
け
た
者
は

直
ち
に
単
独
で
登
記
な
ど
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
原
本
が
公
証
役
場
に
保
管
さ

れ
る
た
め
、
紛
失
や
変
造
の
心
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
証
事
務
に
関
す
る
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
市
廿
三
日
町
28

　
ア
ク
サ
八
戸
ビ
ル
２
０
１

　
八
戸
公
証
役
場

　
℡
43 

│ 

１
２
１
３

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
配
達
し
ま

す
。
そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
は
配

達
員
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
で
は
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
、
後
日
改
め
て
伺

い
ま
す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
配
達
す
る
電
話
帳
や
冊
数

の
変
更
も
左
記
へ
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
7
０
１
２
０ 

│ 

５
０
６ 

│ 

３
０
９

　
県
で
は
、
八
景
橋
梁
整
備
工
事

の
遅
延
に
よ
り
、
平
成
19
年
３
月

31
日
ま
で
の
通
行
止
め
期
間
を
平

成
19
年
６
月
30
日
ま
で
延
長
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
周
辺
住
民

の
方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
道
路
整
備
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１

　
平
成
19
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
廃
止
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62
│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
４

情報ステーション 情報ステーション

１２～３月

本の利用冊数
これまで
５冊以内

７日以内

４月から
７冊以内

１４日以内視聴覚資料
の利用期間

４～１１月
１０：００～１８：００１０：００～１９：００

コ
ー
ル

サ
ー
ン
キ
ュ

URL

URL



!2

■
花
美
流
稲
扇
会
（
赤
坂
イ
ネ

子
会
師
）
か
ら
車
い
す
１
台

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
上
市
川
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
か

ら
５
万
円

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

№146

五
戸
地
方
の
馬
談
義
①

　
　
　
　
　
　
　
馬
政
の
歩
み

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０，０３９人　（－６）

　女　１０，７５９人　（－６）

総人口２０，７９８人　（－12）

世帯数１６，９３４世帯（＋７）

平成19年３月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

どこの駒形神社にも木製の馬が
飾られている　　　　　　　　

松木田の馬頭観世音尊唐馬の
名が刻まれている　　　　　

上市川カラオケ愛好会の皆さん（左）

　
今
か
ら
三
百
八
十
年
前
、
南
部

家
二
十
八
代
当
主（
盛
岡
藩
二
代

藩
主
）重
直
公
が
牝
馬
十
頭
を
又

重
野
に
放
し
、
外
国
種
を
加
え
て

野
生
馬
を
自
然
改
良
し
た
と
内
記

に
あ
る
。
こ
れ
が
優
秀
な
五
戸
馬

の
遠
因
と
い
わ
れ
る
。

　
牧
野
で
改
良
さ
れ
た
馬
は
武
士

階
級
の
軍
用
と
駅
馬
の
交
通
運
搬

用
に
使
わ
れ
た
。

　
正
保
三
年
（
一
六
四
六
年
）
か

ら
又
重
野
は
藩
有
牧
と
な
っ
た
。

又
重
兵
庫
が
五
戸
を
巡
回
し
た
重

直
公
に
「
牧
野
を
献
上
し
て
も
よ

い
」
と
申
し

上
げ
た
の
が

始
ま
り
。
又

重
か
ら
市
川

の
海
岸
ま
で

六
里
（
一
里

＝
約
四
㎞
）

と
規
定
さ
れ
、

翌
年
拡
張
さ

れ
て
い
る
。

　
幕
府
に
報
告
さ
れ
た
盛
岡
藩
七

牧
（
本
県
関
係
）
は
住
谷
野
、
相

内
野
、
又
重
野
、
木
崎
野
、
蟻
渡

野
、
大
間
野
、
奥
戸
野
。
五
戸
代

官
所
支
配
の
木
崎
野
が
一
番
広
く
、

長
さ
九
里
、
幅
２
里
、
百
石
海
岸

か
ら
三
沢
村
の
天
ケ
森
ま
で
あ
っ

た
。
古
い
言
葉
に
「
き
さ
き
（
木

崎
）
八
千
疋
の
牧
な
り
」
と
あ
る
。

　
代
官
所
の
役
人
が
木
崎
野
へ
出

張
す
る
と
き
は
鍋
、
釜
、
米
、
味

噌
な
ど
の
必
需
品
を
根
井
村
（
農

家
五
軒
）
に
運
ん
で
滞
在
し
た
。

　
秋
の
馬
追
い
は
見
渡
す
限
り
の

広
野
を
走
り
回
る
。
日

暮
れ
は
早
く
、
腹
は
減

る
。
不
毛
の
地
と
い
わ

れ
た
土
地
だ
け
に
、
野

宿
の
羽
目
に
な
っ
て
逃

げ
出
す
勢
子
（
馬
を
追

い
立
て
る
役
）も
出
た
。

　
そ
の
た
め
馬
役
人
は

近
村
に
命
じ
て
人
足
を

割
り
当
て
、
米
の
取
れ
高
に
よ
っ

て
五
人
、
十
人
と
決
め
た
。
一
日

の
人
足
は
三
百
四
十
六
人
。
寛
政

年
間
に
は
二
倍
か
ら
三
倍
に
も
増

え
、
幕
末
ま
で
続
い
た
。
（
当
時

の
木
崎
野
の
捕
獲
風
景
が
盛
岡
市

の
県
立
博
物
館
総
合
セ
ン
タ
ー
に

展
示
さ
れ
て
い
る
）

　
三
十
三
代
（
七
代
藩
主
）
利
視

公
の
こ
ろ
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
、

民
情
巡
視
と
七
か
所
の
藩
営
牧
場

の
確
か
め
を
し
て
い
る
。
又
重
野

で
は
馬
係
が
馬
別
当
（
馬
監
）
の

指
揮
に
従
っ
て
柵
垣
、
堤
防
、
堀

壕
な
ど
の
修
繕
、
あ
る
い
は
馬
補
、

勢
子
人
夫
の
支
配
や
冬
季
の
舎
飼

な
ど
を
取
り
扱
っ
て
き
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
職
員
や
牧
守
に
は

手
当
を
与
え
て
い
る
。

　
元
文
四
年
（
一
七
三
九
年
）
八

月
二
十
一
日
、
藩
主
一
行
百
人
近

い
行
列
が
盛
岡
を
出
発
。
二
十
四

日
は
三
戸
の
住
谷
野
、
相
内
野
を

視
察
。
二
十
五
日
昼
に
八
幡
村
に

着
く
と
五
戸
の
山
奉
行
、
馬
係
が

山
道
を
案
内
し
た
。

　
五
戸
に
到
着
す
る
と
五
戸
代
官

や
役
人
ら
が
上
下
を
着
て
出
迎
え

た
。
本
陣
で
は
、
宿
老
江
渡
又
兵

衛
が
お
菓
子
箱
を
持
っ
て
御
機
嫌

伺
い
に
出
た
。
御
家
老
御
宿
（
脇

本
陣
）
に
も
代
官
ら
が
詰
め
か
け
、

二
十
六
日
朝
の
出
発
に
も
見
送
り

を
し
た
。
藩
公
は
又
重
野
（
石
沢

の
駒
袋
平
ら
し
い
）に
向
か
い
、

又
重
野
御
馬
懸
が
馬
を
集
め
て
上

覧
さ
せ
て
い
る
。

﹇
メ
モ
﹈

①
川
原
町
の
駒
形
神
社
に
室
町
期

の
馬
形
が
あ
っ
た
。
銅
製
で
戦

前
ま
で
残
っ
て
い
た
が
今
は
行

方
不
明
。
代
品
は
木
造
馬
。

②
松
木
田
八
幡
宮
境
内
に
三
戸
の

「
唐
馬
の
碑
」
と
同
じ
文
面
の

供
養
塔
が
あ
る
。
県
馬
産
誌
に

は
「
唐
馬
の
子
で
は
な
い
か
」

と
あ
る
が
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
。

③
藩
公
巡
視
の
時
、
石
沢
の
駒
踊

は
上
演
の
記
述
は
な
い
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

ぴ
き

と
し  

み

か
み
し
も

が
か
り

せ
　
こ



※日程は変更になることがあります。広報・回覧等をよくごらんください。

年　間　行　事　予　定保存版

軽
自
動
車
税

全期 １期

２期

３期

３期３期４期

４期 ４期

１期

４期 ２期

１期

１期１期２期

３期 ２期 ２期

固
定
資
産
税

町

県

民

税

国

民

健

康

保

険

税

介
護
保
険
料

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

町
県
民
税

国
民
健
康

保

険

税

介
護
保
険
料

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

月

4

8

3

2

5

6

7

9

10

11

日

21日 五戸ごみ０運動 町内全域

9・10日 三戸郡総合体育大会 主会場：五戸町

3日 五戸町長・青森県知事選挙投票日 町内各投票所

21日

4・5日

28・29日・
8月11日

町民登山

青森県民体育大会

ごのへ夏まつり

秋田県　駒ケ岳

1日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

7・8日 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 小渡平公園

8日 町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

28日 町民歩こう会 黒石市　中野もみじ山

2～4日 五戸町産業と文化まつり 五戸ドームほか

2～4日 五戸地方農産物品評会　 五戸ドーム

2日 五戸町小・中学校音楽会 町立公民館

3日 新春マラソン大会 ひばり野公園

4日 五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

13日（予定） 五戸町成人式 町立公民館

未定 フットベースボール交流大会 五戸ドーム

未定 町長と地域住民との懇話会 町内各地域

2日 青森県民駅伝競走大会 青森市

23日 町民運動会 ひばり野公園

28日 五戸町戦没者追悼式 町立公民館

〃 　　　〃　　　（ミニバスケットボール） 倉石スポーツセンターほか

主会場：むつ市

23・24・30日
青森県スポーツ少年団フェスティバル
三戸郡予選大会（軟式野球） ひばり野公園ほか

ひばり野公園

31日～9月2日 五戸まつり 中心街

12

2日 五戸町消防団初午 五戸小学校ほか

1

未定 町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

30日 五戸地区消防団連合観閲式 五戸小学校ほか

28日～5月6日 春季スポーツまつり ひばり野公園ほか

行事名 場　所 納　　期

なし



日 記念日等

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

行　　事　　等

献血
ご協力ください！！

春の火災予防運動

19：30～11：30　ＪＡしんせい五戸本所

13：00～14：10　やまばと寮

14：50～16：00　東北三吉工業㈱

17

18 ● ポリオ（小児マヒ）予防接種　　　　 12：20～12：50受付　総合病院

19

火

20

水

21

木

22

金

23

土

24

日

月

日

月

火

水

木

金

土

25

26

27

28

29

30

● 10か月児健康相談（18年６月生）　　 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● ３歳児健康診査（15年12月～16年１月生）　12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● ２歳６か月児健康相談（16年10月生） 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 行政相談　　　　　　　　　　　　　 13：00～16：00　　　倉石温泉

● 三種混合　　　　　　予防接種　　　 12：20～12：50受付　総合病院

● みんなの保健室（健康相談）　　　　 13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● みんなの保健室（健康相談）　　　　 13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● 五戸ごみ０運動　　　　　　　　　　　　 ６：30～　　　　　町内全域

● 春季スポーツまつり（～５月６日）　　　　　　　　　 ひばり野公園ほか

● 五戸地区消防団連合観閲式　　　　　 ８：00観閲　　　　警察署通りほか

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

こ
ど
も
の
読
書
週
間

４月11日（水）
　火災のほとんどはチョット
した不注意から発生します。
住民一人ひとりが防火に関心
を持ち、火災のない町にしま
しょう。

統一標語「消さないで　あなたの心の　注意の火」

火災･救急･救助は119（局番なし）

緊急通報ファックス　22－0119

火災情報（テレホンガイド）　22－2111

昭和の日

振替休日

「ブラット君」

なし



日 記念日等

世界保健デー

家庭の日

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。�                                

行　　事　　等

月　間　メ　モ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間 ４／２～５／31　 役場税務課�   

平成19年度資産証明書発行開始　 　　４／２～　　　　役場税務課・各支所� 

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間（～５月）

未成年者飲酒防止強調月間

河川美化月間

１ 日

２ ● ポリオ（小児マヒ）予防接種　　　　 12：20～12：50受付　総合病院月

３ 火

４ 水

５ 木

６ 金

７ 土

８ 日

月

月

火

水

木

金

土

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

● ＢＣＧ接種　　　　　　　　　　　　 12：20～12：50受付　総合病院

● ３か月児健康診査（18年12月生）　　 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 人権・行政合同特設相談　　　　　　 13：00～16：00　　　倉石コミュニティセンター

● ６か月児健康相談（18年９月生）　　 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 献血　　　　　　　　　　　　　　　 上記参照

● 麻しん・風しん混合予防接種 　　　　12：20～12：50受付　総合病院

● 三種混合　　　　　　予防接種　　　 12：20～12：50受付　総合病院

● みんなの保健室（健康相談）　　　　 13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● みんなの保健室（健康相談）　　　　 13：00～15：00　　　役場保健衛生課

● 青森県議会議員一般選挙投票日　　　 ７：00～20：00　　　町内各投票所

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

春
の
火
災
予
防
運
動

２００７年

平成１９年
４月



日 記念日等

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

母の日

行　　事　　等

月　間　メ　モ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間４／２～５／31　 役場税務課�   

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）

消費者被害防止月間

水防月間

１

２

● 春季スポーツまつり（～６日）　　　　　　　　　　　　ひばり野公園ほか

３

火

４

水

火

水

５

木

６

金

７

土

８

日

月

月

火

水

木

金

土

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

● ＢＣＧ接種　　　　　　　　　　　　 12：20～12：50受付　総合病院

● ３か月児健康診査（19年１月生）　　 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 10か月児健康相談（18年７月生）　　 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● ポリオ（小児マヒ）予防接種　　　　 12：20～12：50受付　総合病院

● ６か月児健康相談（18年10月生）　　 12：30～13：00受付　旧地域保健センター

● 行政相談　　　　　　　　　　　　　 13：00～16：00　　　倉石コミュニティセンター

● 三種混合　　　　　　予防接種　　　 12：20～12：50受付　総合病院

● みんなの保健室（健康相談）　　　　 13：00～15：00　　　役場保健衛生課

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

こ
ど
も
の
読
書
週
間

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

２００７年

平成１９年
５月


